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平成１６年５月１７日に開催された第一回例会には、１７名の会員の参加があり、西貝雅裕先生（大成学院高校）「高校バレーボール部メンタルトレーニングへの取り組みと指導者の変容」の研究発表についての活発な意見の交換が行われました。１時間の発表後、討議が行われましたが、２時間という制約の中では、討議し尽くすことはできませんでした。　　　
西貝先生の語りは情熱的で、現場でのメンタルトレーニングのひとつのあり方を示唆するものでした。また、荒木先生、土屋先生のもとで研究されている院生の率直な意見も、今後のメンタルトレーニングのあり方を考えて行く上で、十分に考慮し、取り組まなければなければならないことと思われました。例えば、今回、例会の感想を書いていただいた院生の松本さんより、「指導者との信頼関係をどうのようにしてつくるのか」、また「相互交流のなかで、指導者・選手は変容（成長）したが、関わる西貝先生にはそのような変容はなかったのか」といった介入の中で意識的にも無意識的にもなされるであろう相互交流の中で行われる人間関係の基本的な疑問・課題は、私たちがひとつ一つの事例を詳細に検討し、取り組まなければならない私たち自身の課題であると考えられました。
例会後の懇親会にも、多くの方が出席され、メンタルトレーニングの地域研修会の話題を中心に、楽しい語りの場を持つことができました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世話人　津田忠雄
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───────────────────────────────────────
【1】平成１６年度　第一回例会要旨報告
「高校バレーボール部メンタルトレーニングへの取り組みと指導者の変容」

西貝雅裕　　太成学院大学高校　
───────────────────────────────────────
今回体育心理例会にて事例発表をする機会に恵まれ、大変喜んでおります。
たまたま、ある学校のバレーボール部を「メンタルトレーニングコーチ」的な立場でお手伝いをする機会が昨年春よりありました。
そのクラブは、春高バレーの予選で敗退をし、それを契機にインターハイ出場を目標に、心・技・体の心の部分、メンタルトレーニングに取り組むことになりました。メンタルトレーニング開始のきっかけは、指導者と教員として日常的な会話をすることも多く、たまたまその話の流れの中で引き受けることになったのです。引き受けた時点では、指導者自身が指導に行き詰まりを感じていてかどうかは明確に意識することはありませんでした。
もちろん、私自身は高校の教員です。しかし、そのチームに対しては「メンタルトレーニングコーチ」的立場で、教育的スポーツ心理学の視点から積極的に指導、介入を行いました。私は日頃から、チームの競技力をあげるためには、チームの選手ひとり一人がメンタルトレーニングに取り組むことだけではなく、そのチームの指導者監督自身が積極的に日常生活や練習の中にメンタルトレーニングを取り入れること、何よりも自分自身のコーチングに生かすという強い意志をもつことが必要だと考えていました。
私が直接関わりを持つ以前から、身近にそのチームと指導者の双方を見る機会に恵まれていました。そこでは、指導者の一方的で強固な情報伝達と指導といったことが行われており、選手とのコミュニケーションはほとんどなく、選手側にも指導者や競技に対する不安、葛藤があったようです。そこで、このことも踏まえ監督に対する積極的な指導、介入も行いました。指導者自身も最初は戸惑いがあったものの私のことを受け入れ、そのアドバイスを素直に聞いてくれました。その結果、指導者が自身のコーチとしてのあり方や指導方法について多々気づくこともあり、その過程の中で変容（成長）をしていきました。当然のことながら、結果（戦績）もついてきました。
私はメンタルトレーニングをチームに取り入れ、その選手たちだけではなく、指導者自身もまたメンタルトレーニングを理解し、積極的にコーチングの中に取り入れることによって、お互いのコミュニケーション力がより高まることを確認しました。つまり指導者自身がメンタルトレーニングを理解し、積極的にコーチングの中に取り入れることによって、選手へのメンタルトレーニングの効果が大いに現れると考えられます。もちろんそこには、指導者の心の変容（成長）があったことはいうまでもありません。
メンタルトレーニングをトレーニングとして、チームに取り入れるということの大きなポイントは指導者の取り組む姿勢だと思いました。指導者が変わらない限り何に取り組んでも、結果は同じだと思います。
大切なのは、指導者自身の変容（成長）です。
なお、詳しくお知りになりたい方は、西貝まで直接メール（nishigai@aol.com）にてお問い合わせください。レジメを添付いたします。

───────────────────────────────────────
【2】平成16年度 関西体育心理例会感想
松本和典　　　大阪体育大学大学院　博士前期課程　
───────────────────────────────────────
○感想　
今回の例会は、具体的かつ貴重な事例を提供していただき、大変勉強になり、ありがとうございました。
全体の印象のとしては、荒木先生もおっしゃっていたように、監督に対する「教育」色・コンサルテーション色の強いメンタルトレーニングだった気がしました。今まではチーム単位での選手に対する講習会形式のものを目に耳にすることが多かったので、「こういう形のメンタルトレーニングも存在するんだぁ」という感じでとても新鮮でした。「指導者が変われば、選手が変わる」というフレーズは特に心に残りました。私も現在、本学のバドミントンチームのコーチをしていますので、「指導者は選手の鏡」ということからも、チームがいい方向に向かっていくには「まずは指導者がいい方向に向かっていかなければ」という西貝先生のお考えに共感できました。と同時に「自分は果たして出来ているのか？」と自分に問いかけ、胸が痛んだのも正直なところです。
その他、具体的に印象に残ったポイントは、西貝先生と監督の間の「信頼感」についてですが、特に監督から西貝先生に対しての「信頼感」が強く、とてもうまく形成されたように感じました。特に、介入直後に西貝先生が監督に内緒で選手たちに監督の印象や、監督への要望を調査された時、監督への提示の仕方次第では、その時点で監督がショックを受け、その後の「信頼感」に悪影響を与えてしまう可能性もあると思ったのですが、その調査が一つのきっかけとなり、監督と選手の関係改善につながったとの事だったので、監督の西貝先生への「信頼感」の強さや、「何としででもチームを変えたい」という思いを感じました。その「信頼感」の形成にあたっては、西貝先生の声掛け、普段の会話や介入までのお二人の関係等で自然と築かれていったものなのかもしれませんが、何か特別に取り組まれた事があれば具体的にお聞かせいただきたいです。最後に西貝先生に質問をもう一つ。私自身、先ほども述べましたが大学でコーチをしておりまして、現場にて選手と触れ合うことで、日々新しい気づきや何かしらのこころの変容など、選手からの影響を受けているように感じています。そこでコーチングにせよ、メンタルトレーニングの指導せよ、スポーツカウンセリングにせよ、何か現場の人々(選手、指導者)と関わる時には、何かしら「相互交流」の要素が含まれてくると考えているのですが、今回の介入で何か西貝先生ご自身が、現場から影響を受けた事、またはご自身の中での変容を感じた部分などがおありでしたらお聞かせください。
───────────────────────────────────────
【03】その他
土屋裕睦　大阪体育大学
───────────────────────────────────────
例会後の懇親会では、今回の西貝先生の事例検討を皮切りに、今後体育心理例会のメンバーが中心になって、関西地域のメンタルトレーニング研修の場作りを進めようという提案がなされた。具体的には、資格認定ポイントを満たす地域研修として整備し、メンタルトレーニング指導能力の向上に関わる実技研修や、競技連盟・チーム等からの指導依頼の受け皿としていってはどうかとの話題になった。体育心理例会のこれまでの活動の良さは継続しつつ、それに付加する形で地域研修会を行うことを検討することになった。
───────────────────────────────────────
【４】関西体育心理例会について

世話人　津田忠雄　近畿大学健康スポーツ教育センター
───────────────────────────────────────
関西体育心理例会は、大阪体育学会体育心理分科会が主催する研究会です。主に関西に在住されている体育心理学、スポーツ心理学に関わっておられる研究者の集まりです。四国・中国地区、あるいは東海地区の会員もいらっしゃいます。会員といっても、特別の資格を有するものではありません。体育心理学、スポーツ心理学への真摯な興味と情熱をもっていらっしゃる研究者の集まりです。歴史は古く、私自身が参加をして、３０年になるでしょうか。
次回に、関西体育心理例会の歴史について、記載したと思っております。
───────────────────────────────────────
【04】配信について 
───────────────────────────────────────
　今回、例会の新しい試みとして、会員の皆様に隔月に開催している例会についての報告を「関西体育心理例会通信」という形で配信することにしました。参加できなかった会員の皆様からの声を反映したものです。
今後、体育心理学、スポーツ心理学に関する最新の情報も提供できればと思っております。
　例会に関するご希望、ご意見、あるいは体育心理学、スポーツ心理学に関する情報提供などは、以下の連絡先までお願い申し上げます。
***********************************
世話人　津田忠雄
〒577-8502 東大阪市小若江３－４－１
近畿大学健康スポーツ教育センター
TEL:　06-6721-2332　内線 3159
FAX:  06-6726-5202
E-mail: tadao-tsuda@mbn.nifty.com
************************************
